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新川崎市学習状況調査 対象 調査教科等 実施日

P.３ ①新調査の概要

〇調査対象

小４から中３までの６学年に拡充

〇調査教科

小学校：国、算、学習意識調査

中学校：国、社、数、理、英、学習意識調査

〇実施時期

小中ともに４月始業式翌週の火曜日～金曜日のうち各学校

が設定する日。学校の実態に応じて複数日での実施や学年

ごとの実施なども可能。

令和５年度は４月１１日（火）～１４日（金）



かわさき教育プラン 基本政策Ⅱ「施策１.確かな学力の育成」

P.４ ②新調査の目的

「すべての子どもが『わかる』ことをめ

ざして、１人１台端末を最大限に活用し

ながら、『個別最適な学び』と『協働的

な学び』を一体的にした学習活動の充実

を図っていきます。」

「児童生徒・保護者」「各学校」「校長会・各研究（部）会」

「教育委員会」の各主体の取組



新川崎市学習状況調査の目的

P.５ ②新調査の目的

○児童生徒・保護者は学習の取組を振り返り、課題を的確に把握し、学習

改善に生かす。

○学校は学校教育目標等で示した資質・能力の育成に向けて、調査結果を

分析し、個に応じた指導や学校（学年）での授業改善、教育課程編成等

に生かす。

○校長会、各研究（部）会は教育委員会と連携して全市的な結果の分析と

授業改善の具体的な手立て、個に応じた指導の手立て等を研究し、説明

会や各研究（部）会の事業等で教員に伝達する。

○教育委員会は全市的な児童生徒の学習状況を経年調査することにより、

学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を

図る。



新川崎市学習状況調査 活用の基本的な考え方

P.６ ②新調査の目的

学習指導要領、かわさき教育プラン、学校教育

目標等で示された資質・能力の育成に向けて、

児童生徒・保護者、各学校、校長会・各研究

（部）会、教育委員会のそれぞれが主体となり、

RPDCAサイクルを進める。



新川崎市学習状況調査 作問・採点

P.７ ③新調査の特色

IRT（Item Response Theory）に基づき、業務委託先のベ

ネッセコーポレーションが問題を作成し採点。この理論では、

問題の難易度などについて事前調査を行い、検証を経て出題す

るため、毎年新しい問題でありながら同程度の難易度となり、

経年で比較・分析が可能となる。

≪これまで≫

小5と中2の調査・意識調査の経年比較

≪これから≫

○小４～中３までの調査で児童生徒一人

ひとりのより詳しい状況把握

○ＩＲＴによる作問で、意識調査だけで

はなく教科の調査結果も経年比較可能
複数の指標を参照することで

より精度の高い比較が可能になります



新川崎市学習状況調査 配布資料

P.８ ③新調査の特色

〇児童生徒：個人票（紙帳票）

〇学校：学年票（紙帳票）



新川崎市学習状況調査 端末活用

P.９ ③新調査の特色

〇webシステム「SYEN」

〇個人の結果とGIGA端末の学習ソフトが連携

児童生徒に配布される個人票には２次元コードが付いていて

GIGA端末で読み取ることにより、一人一人の調査結果に応

じた問題が、学習ソフトで自動生成される。

学習意識調査の結果一覧

教科調査の設問ごとの正答率一覧



新川崎市学習状況調査 学校報告書

P.１０ ③新調査の特色



新川崎市学習状況調査 各事業の全体像

P.１１ ④新調査の各事業

４月「R」 ７月～９月「P」 ９月～１月「D」 ２・３月「C」 「A」 ４月「R」

校
長
会
・
研
究
（
部
）
会

・「分析委員会」によ

る各教科の全市結果の

分析と研究

・分析結果を、各事業（授業研究会、研修

会等）へ反映

・秋の担当者説明会で各教科の分析結果と

授業改善の手立てを説明

・研究（部）会での年間の

取組の振り返り

・次年度に向けた事業計画

教
育
委
員
会

・全教科の教科横断的

な分析と研究、意識調

査の分析

・結果分析に向けた担

当者研修会開催

・分析結果を、各事業（各種要請訪問、各

種研修会等）へ反映

・秋の担当者説明会で全教科の教科横断的

な分析、意識調査の分析結果、授業改善の

手立てを説明→全市報告書作成

・各部署での年間の取組の

振り返り

・次年度に向けた事業計画

と年度末の説明会

各
学
校
・
児
童
生
徒

・自校の調査結果を踏

まえた校内研修会開催

・学校報告書作成と今

後の取組の見通し

・授業改善の取組、児童生徒の学習改善の

支援

・研究（部）会の諸事業や担当者説明会に

参加、授業改善や学習改善支援等に生かす

・年間反省等での年間取組

振り返り、成果や課題等学

校報告会等で伝達

・次年度に向けた準備

新
川
崎
市
学
習
状
況
調
査

実
施

新
川
崎
市
学
習
状
況
調
査

実
施



新川崎市学習状況調査 今後の予定

P.１２ ④新調査の各事業

〇現在 保護者向けの新調査について資料を周知済

学校向け説明動画配信中

ガイドブック暫定版掲載中→各学校での準備

〇ガイドブック完成版 今後掲載 ４月冊子配付

〇４月３日～５日の間に各学校に調査問題等が配付

１１日以降の調査に向けて各学校での準備



新川崎市学習状況調査 保護者向けお知らせ

P.１３ ④新調査の各事業



新調査の目的、特色を踏まえ

年間を見通した様々な事業を通して

児童生徒一人ひとりの

「わかる」の実感に向け

令和５年度から新川崎市学習状況調査を

実施してまいります


